
【樹木・草花の部屋】 

 

サクラ(バラ科スモモ属 Prunus, Cerasus） 

和名：サクラ（桜） 別名：   英名：Cherry blossom 

バラ目 落葉広葉樹  原産地：ヒマラヤ 

花言葉：精神の美、優美な女性  花の色： 赤、白、桃、薄緑 

 

 

← 写真-１ ソメイヨシノ 

撮影日：2013 年 4月 1 日 

撮影場所：大和郡山城址(大和郡山市)にて 

撮影者：Ｍ さん 

 

学名：Cerasus × yedoensis (Matsum.)  

   A.V.Vassil. ‘Somei-yoshino’） 

 

エドヒガン系の桜と日本固有種のオオシマザクラ

の交配で生まれた日本産の園芸品種。日本では明治の

中頃から、サクラの中で圧倒的に多く植えられた品種

で、今日では、メディアなどで、桜の

開花宣言に使用される桜(気象台が定

めるなどしたソメイヨシノの特定の

株)など、現代の観賞用のサクラの代

表種です。 

 

← 写真-２ モチヅキザクラ(望月桜) 

撮撮影日：2013 年 4月 13 日 

撮影場所：佛隆寺(宇陀市)にて 

撮影者：Ｍ さん 

学名：Prunus×mochizukiana Nakai 

 

造園同期会のハイキングで訪れた佛隆寺に咲いていました。宇陀市在住の仲間  

が、「このサクラを見ないでどうする」との肝いりでコーディネイト。さすがに

設定日がバッチリ。山奥ともあって、比較的、空いていました。この後、山を越

えて室生寺まで・・。 

野生種の一種。樹齢 900 年を超えるモチヅキサクラの古木です。落葉高木で樹

高は 15～20m。花は白から薄い桜色で花弁は五枚一重で小輪。花の開花時期は 4
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月中旬ごろ。ヤマザクラとエドヒガンの交配種と考え

られており、結実性に乏しいそうです。 

 

 

← 写真-３ カンヒザクラ（寒緋サクラ） 

撮撮影日：2015 年 2月 3 日 

撮影場所：蒲生崎(奄美大島)にて 

撮影者：Ｍ さん 

 

学名：Cerasus cerasoides (D.Don) S.Ya.Sokolov 

var. campanulata (Maxim.) X.R.Wang et C.B.Shang, 

1998 

英名：Taiwan cherry 

別名：ヒカンザクラ(緋寒桜) 

タイワンザクラ(台湾桜)、ヒザクラ(緋桜) 

 

← 写真-４ カンヒザクラ(寒緋サクラ) 

撮撮影日：2015 年 2月 3 日 

撮影場所：蒲生崎(奄美大島)にて 

撮影者：Ｍ さん 

 

奄美大島北部の蒲生崎観光公園で見かけました。訪

れた時は、最盛期のようでした。宿に着いた夜、観光

パンフレットを見ていると・・。そこで、急遽、訪れ

ることに・・。少し、肌寒い日でしたが・・。 

 

 

 

← 写真-５ 又兵衛桜(またべえざくら) 

撮撮影日：2002 年 3月 21 日 

撮影場所：大宇陀（宇陀市)にて 

撮影者：Ｍ さん 

 

たしか、TV で紹介されていたのを見

て一度はと思い立ち、で出かけた記憶が

有ります。当時は、まだフィルムを使用

していたので・・。掲載写真は、スキャナーで取り込んだ写真です。 

樹齢 300 年とも伝わる桜の古木。瀧桜（たきざくら）とも呼ばれます。県の保護

樹。大坂の役で活躍した、戦国武将後藤基次（又兵衛）にちなんだもの。豊臣家崩
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壊後、後藤基次は大宇陀（現 奈良県宇陀市）の地で暮らし、再興の時期を待った

と伝わっていますが、桜はその時の後藤家屋敷跡にあります。 

 

← 写真-６ ソウドウサクラ（宗堂桜） 

撮撮影日：2009 年 4月 11 日 

撮影場所：瀬戸町(岡山市)にて 

撮影者：Ｍ さん 

 

帰省する朝の TV ニュースで紹介されていま

した。どうせ帰省の途中なのだからと、山陽

自動車道山陽 IC を降りて、少し東へ・・。近

くの駐車場から数分のところに咲いていまし

た。ちょうど、桜祭りが開催されていましたが、比較的、空いていました。 

宗堂桜は、八重桜の一種で、花弁が 60 枚あり、花弁の内側の 20 枚ほどが反

転してカール状になっています。このため花は小ぶりですが、花弁が膨らみ、

他に類を見ない名花として、岡山県の天然記念物に指定されています。ソメイ

ヨシノよりも 1 週間以上遅く咲くそうです。現在は地元の取り組みで、現存す

る数株の桜の母樹として保護し、接ぎ木での育成で、妙泉寺跡一帯に宗堂桜を

見ることができるそうです。桜を愛した住職の死を嘆いて、それ以後花弁を開

ききらなくなったという言い伝えが残っているそうです。 

 

＜ちょっと一言＞   

 

サクラの分類ですが、バラ科スモモ属で分類されている書籍もありま

す。 

スモモ属 Prunus は約 400 種からなり、主に果実の特徴から 5から 7  

の亜属に分類されています。サクラ亜属 subg. Cerasus はその 1 つ。こ

れらの亜属を属とする説もあり、その場合、サクラ亜属はサクラ属 

Cerasus となります。(Wikipedia より) 
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